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向こうの日本橋には急ぎ足の人々が行
き交うが、この橋には意外にも人通り
が少ない。川面もときおり小船が行く
以外は、高速道路からもれる光を映し
て、静かにゆらめいている。街中の
不思議な静けさの中で、秘めたる時
間が流れていく。
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ビ・舞台で俳優として活躍する一方、アジア
を中心に世界各地の絵を描き続ける。25冊
目の最新刊画文集『浪漫旅（ろうまんたび） 
エジプト、エチオピア』のほか、『猫のくすっ』、
詩画集『光 KOU』・『風 FUU』・『空 KUU』
など著書多数。全国各地で個展を開催。
公式HP　http://www.offi  cetaka.co.jp

Takaaki Enoki

表紙・榎木孝明の世界

「秘めたる時間」スケッチ場所：東京　日本橋　西河岸橋より



足立区役所前の日光街道（国道4号線）
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旧日光街道は江戸時代に徳川幕府の政策として整備された五街道の一つ。日本橋から
日光鉢石（はついし）まで36里（約140ｋｍ） 21宿の街道である。宇都宮までの 17
宿は奥州街道の宿場と重なっている。旧日光街道沿いの千住にあった足立区役所は、
平成8年（1996）に足立区の中央に位置する日光街道（国道4号線）沿いの中央本
町に移転した。なお、江戸時代の街道は旧道と呼ばれ国道と並行して走っている。

日光街道は、徳川家康が日光東照宮に改葬され、
将軍や諸大名の日光参詣が制度化されたことによって整備されました。
日光参詣は庶民にも許され多くの人々が往来するようになり、

宿場や街道沿いは大いに賑わいました。
また、松尾芭蕉が江戸深川から船に乗り、日光道中の初宿・千住宿で旅立ちの句を詠み、

奥の細道に旅立ったことも有名です。
東京から日光までの約140kmを結ぶ街道は

江戸時代の息吹を感じられる貴重な存在となっています。

日光東照宮へと続く『参詣の道』



り
、
江
戸
時
代
に
は
幕
府
の
御
用
市
場
と
し
て
、

神
田・駒
込
と
並
ぶ
江
戸
三
大
市
場
で
し
た
。
毎
朝
、

数
千
人
の
買
出
し
人
で
ご
っ
た
返
す
野
菜
の一
大
供

給
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
も
民
家
の

玄
関
先
に
は
手
作
り
の
屋
号
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、

往
時
を
偲
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。
数
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
当
時
の
屋
号
で
営
業
し
て
い
る
商
店
も

残
って
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
や
っ
ち
ゃ
場
と
は
青
物

市
場
の
こ
と
で
、競
り
の
か
け
声
の
「
や
っ
ち
ゃ
、や
っ

ち
ゃ
」
が
語
源
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
通
り
沿
い
に
、
地
漉
紙
問
屋
・
横
山
家
の
内

蔵
が
移
築
さ
れ
た
千
住
宿
歴
史
プ
チ
テ
ラ
ス
が
あ

り
、
蔵
づ
く
り
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
区
民
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

催
す
る
企
画
展
で
は
、
世
界
各
地
の
陶
磁
器
や
茶

の
湯

、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
像
を
は
じ
め
と
す
る
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
展
示
。
1
階
か
ら
2
階
へ
の
展
示
空
間

は
ス
ロ
ー
プ
で
繋
が
り
、
見
や
す
く
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。
美
術
館
入
り
口
の
右
手
に
は
足
立
区
の
福

祉
団
体
・
友
愛
会
が
運
営
す
る
茶
館
「
妙
好
」
が

あ
り
、
ち
ょっ
と
ひ
と
休
み
に
オ
ス
ス
メ
で
す
。

本殿の脇にある伊豆長八の
鏝絵のレプリカ

千住宿歴史プチテラス

千代田線

京成本線

●元宿神社

●虹の広場

千住本氷川神社●

千住宿本陣跡●

八幡神社●

●名倉医院

勝専寺●
●

3年B組金八先生
ロケ地

●学びピア21

仲町氷川神社●

千
住
大
橋

荒川

隅田川

長円寺●

千住本町小学校●

●千住河原町稲荷神社

● 千寿七福神旧日光街道

●千住宿歴史
　プチテラス

●やっちゃ場跡

●

旧
日
光
街
道

千
住
仲
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光
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ン
タ
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商
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※取材協力／足立区広報室

　
大
河
川
沿
い
の
湿
地
帯
だ
っ
た
足
立
区
域
は
江

戸
時
代
に
な
る
と
、
農
業
基
盤
が
整
え
ら
れ
、
文

禄
2
年（
1
5
9
7
）に
千
住
大
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し

た
。
中
で
も
千
住
は
寛
永
2
年（
1
6
2
5
）、
3

代
将
軍
家
光
の
頃
に
日
光
街
道
の
最
初
の
宿
に
指

定
さ
れ
、
東
海
道
の
品
川
宿
、
中
山
道
の
板
橋
宿
、

甲
州
街
道
の
内
藤
新
宿
と
並
び
、
江
戸
四
宿
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
ま
し
た
。
舟
運
に
よ
っ
て
入
間
、

川
越
と
も
結
ば
れ
た
千
住
宿
に
は
農
作
物
を
始
め

と
し
た
物
資
の
集
散
地
・
青
物
市
場
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
大
消
費
地
の
江
戸
近
郊
の
地
の
利
を
活
か

し
て
米
や
野
菜
の
生
産
が
盛
ん
に
な
り
、
人
・
モ
ノ
・

文
化
の
要
衝
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
足
立
区
域
で
生
産
さ
れ
た
「
渕
江
米
」

は
江
戸
米
会
所
の
格
付
け
で
24
ラ
ン
ク
中
3
番
目

に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
昭
和
30
年

（
1
9
5
5
）以
降
、
急
速
な
都
市
化
に
よ
り
農
村
・

足
立
区
の
姿
は
少
し
ず
つ
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
見
所
いっ
ぱ
い
の
千
住
エ
リ
ア
の
散
策
は
、
朝
の
早

い
足
立
市
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
北
千
住
駅
西

口
か
ら
J
R
常
磐
線
沿
い
の
細
い
遊
歩
道
・
や
っ
ち
ゃ

ば
緑
道
を
千
住
大
橋
に
向
か
う
と
右
手
に
足
立
市

場
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
都
内
唯
一の
水
産
専
門
の

中
央
卸
売
市
場
で
、
朝
5
時
30
分
頃
か
ら
マ
グ
ロ
の

競
り
を
行
って
い
ま
す
。
足
立
市
場
の
食
事
ど
こ
ろ

は
、
一
般
の
人
た
ち
も
入
る
こ
と
が
で
き
、
食
通
の

穴
場
に
な
って
い
る
と
か
。

　
足
立
市
場
の
入
り
口
、
旧
日
光
街
道
脇
の
奥
の

細
道
プ
チ
テ
ラ
ス
に
は
、
矢
立
初
め
の
句
を
し
た
た

め
る
芭
蕉
像
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
先
に
隅
田
川
に

最
初
に
架
け
ら
れ
た
千
住
大
橋
が
あ
り
、
芭
蕉
は

こ
の
船
着
き
場
か
ら
千
住
宿
に
入
り
、
弟
子
の
河

合
曾
良
を
伴
い「
奥
の
細
道
」へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

当
時
は
た
だ
大
橋
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
千
住
大
橋
の
袂
の
小
さ
な
大
橋
公
園
に
は
矢
立

初
め
の
地
碑
と
「
行
く
春
や
　
鳥
啼
魚
の
目
は
泪
」

の
句
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
公
園
右
手
の
階
段
を

上
る
と
隅
田
川
沿
い
の
橋
下
スペ
ー
ス
に
青
空
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
千
住
大
橋
際
歴
史
資
料
空
館
、
そ
し
て
千

住
大
橋
の
真
下
に
あ
る
歩
行
者
専
用
の
千
住
小
橋

に
ち
ょっ
と
び
っ
く
り
！

　
大
橋
公
園
の
左
手
の
細
い
道
の
突
き
当
た
り
に
小

さ
な
橋
戸
稲
荷
神
社
が
あ
り
ま
す
。
本
殿
は
土
蔵

づ
く
り
で
、
観
音
開
き
の
扉
の
内
側
に
、

江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
名
工・

伊
豆
長
八
の
貴
重
な
親
子
狐
の
鏝
絵
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
普
段
は
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
本
殿
に
レ
プ
リ
カ

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
橋
戸
稲
荷
神
社
の
前
の
道
を
左
に
行

き
突
き
当
た
り
を
左
折
す
る
と
左
手
に

銅
板
葺
き
お
ろ
し
の
屋
根
と
煉
瓦
タ
イ
ル
貼
り
の
平

面
六
角
形
の
ユ
ニ
ー
ク
な
建
物
の
石
洞
美
術
館
が
あ

り
ま
す
。
所
蔵
品
は
、
同
じ
建
物
内
に
あ
る
千
住

金
属
工
業
株
式
会
社
の
社
長
・
会
長
を
歴
任
し
た

佐
藤
千
壽
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョン
を
中
心
と
し
て
お
り
、

「
石
洞
」
は
佐
藤
氏
の
雅
号
。
年
間
2
〜
3
回
開

江
戸
四
宿
の
ひ
と
つ・千
住
宿
は

物
資
の
集
積
地
と
し
て
賑
わ
っ
た

　
あ
だ
ち
産
業
芸
術
プ
ラ
ザ
か
ら
先
が
千
住
本
町

セ
ン
タ
ー
商
店
街
。
商
店
街
の
中
程
、
ト
ポ
ス
を
右

に
行
っ
た
右
手
の
足
立
都
税
事
務
所
の
前
に
、
森
鴎

外
の
旧
居
跡
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
日
本
の
文

学
史
上
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
明
治
の
文
豪
・

森
鴎
外
の
住
居
跡
で
す
。
鴎
外
の
父
・
静
男
は
、

東
京
府
か
ら
南
足
立
郡
の
郡
医
を
委
託
さ
れ
、
千

住
に
居
を
構
え
ま
し
た
。
郡
医
を
務
め
る
か
た
わ

ら
明
治
14
年（
1
8
8
1
）に
こ
の
場
所
に
橘
井
堂
医

院
を
開
業
。
東
大
医
学
部
を
卒
業
し
、
陸
軍
軍
医

と
な
っ
た
鴎
外
は
こ
こ
千
住
の
住
ま
い
か
ら
陸
軍
病

院
に
通
い
、
明
治
17
年（
1
8
8
4
）に
ド
イ
ツ
に
留

学
す
る
ま
で
の
4
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
賑
や
か
な
本
町
セ
ン
タ
ー
商
店
街
を
し
ば
ら
く

行
っ
た
左
手
の
路
地
の
正
面
に
、
通
称
・
赤
門
寺
と

親
し
ま
れ
て
い
る
勝
専
寺
の
色
鮮
や
か
な
朱
塗
り
の

赤
門
が
あ
り
ま
す
。
京
都
知
恩
院
を
本
山
と
す
る

浄
土
宗
寺
院
で
、
文
応
元
年（
1
2
6
0
）の
創
建
と

伝
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
は
本
陣
御
用
を
勤
め
た
千

住
宿
の
拠
点
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
木
造
千

手
観
音
立
像
は
千
住
の
地
名
の
起
源
の
ひ
と
つ
と
さ

れ
、
開
基
新
井
政
勝
の
父
政
次
が
荒
川（
現
・
隅
田

川
）か
ら
引
き
上
げ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

　
旧
日
光
街
道
と
墨
堤
通
り
が
交
差
す
る
信
号
の

手
前
に
、「
旧
日
光
街
道
」と「
是
よ
り
西
へ
大
師
道
」

の
道
標
が
あ
り
、
左
は
西
新
井
大
師
へ
と
続
い
て
い

ま
す
。
墨
堤
通
り
を
渡
る
と
、
左
手
に
源
長
寺
が

あ
り
、
山
門
の
右
手
に
延
命
子
育
て
地
蔵
尊
が
あ

り
ま
す
。
道
沿
い
に
続
く
千
住
仲
町
商
店
街
を
抜

け
、
通
称
・
千
住
警
察
署
前
通
り
沿
い
に
、
日
本

橋
か
ら
約
2
里
の一里
塚
跡
と
千
住
高
札
場
跡
の
碑

が
あ
り
ま
す
。

　
通
り
を
渡
っ
た
左
手
の
旧
足
立
区
役
所
跡
地
に

は
、
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
と
あ
だ
ち
産
業
セ
ン
タ
ー

の
総
称
・
あ
だ
ち
産
業
芸
術
プ
ラ
ザ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
辺
り
は
千
住
宿
全
体
の
行
政
を
担
っ
て
い
た
所

で
、
千
住
宿
の
問
屋
と
貫
目
改
所
が
あ
り
、
次
の

宿
場
町
へ
荷
物
を
馬
で
運
ぶ
た
め
の
重
量
を
測
っ
て

運
賃
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
足
立
区
役
所
が

あ
っ
た
の
も
納
得
で
き
ま
す
。

　
あ
だ
ち
産
業
芸
術
プ
ラ
ザ
は
公
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
新
し
い
産
業
と
芸
術
の
拠
点
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
地
下
1
階
か
ら
22
階
の
東
京
芸
術
セ

ン
タ
ー
に
は
、
プ
ー
ル
や

シ
ネ
マ
、
展
示
会
や
パ
ー

テ
ィ
な
ど
に
も
利
用
で

き
る
「
天
空
劇
場
」、

レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
ま

す
。
あ
だ
ち
産
業
セ
ン

タ
ー
に
は
I
T
支
援
室

や
産
業
交
流
室
な
ど
ビ

ジ
ネ
ス
に
利
用
で
き
る

施
設
が
整
って
い
ま
す
。

　
再
び
、
足
立
市
場
に
戻
り
千
住
宿
を
貫
く
旧
日

光
街
道
か
ら
か
つ
て
の
千
住
宿
へ
。

　
京
成
電
鉄
の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
っ
て
す
ぐ
の
道
沿
い

に
、
や
っ
ち
ゃ
場
と
呼
ば
れ
て
い
た
青
物
市
場
が
あ

り
ま
し
た
。
千
住
の
や
っ
ち
ゃ
場
は
古
い
歴
史
が
あ

大橋公園千住小橋

橋戸稲荷神社

今も営業を続けている商店

奥の細道プチテラス

千住大橋際歴史資料空館

江
戸
三
大
市
場
に
数
え
ら
れ
た

千
住
の
や
っ
ち
ゃ
場

源長寺

千住仲町商店街

一里塚跡

東京芸術センター
足立区千住1-4-1
利用時間：施設により異なります
問い合わせ：03-5354-4388

森鴎外旧居跡の碑

勝専寺の赤門と閻魔堂

日光街道の第一宿として賑わった千住は、往時の面影を色濃く残しながら日々変化
し続けています。今回は足立区広報室報道広報課の白鳥晴己さんと二見わか奈さ
んに、千住エリアの見所を紹介していただきました。パーク＆ライドや駐車場を上手
に活用して、のんびり街の散策を楽しみましょう！

Scene28 足立区を楽しもう!

やっちゃば緑道

往時を偲ばせる
南北の入り口にある
屋号の看板たち

千
住
大
橋
の
下
に
千
住
小
橋
を
発
見
！

明
治
の
文
豪・森
鴎
外
を
育
て
た
、千
住
の
町

「やっちゃ、やっちゃ」が
語源なんですよ！

千住高札場跡

足立市場内

石洞美術館
足立区千住橋戸町23
開館時間：10時-17時
　　　　 （入館は16時30分まで）
休館日：月曜日（祝日の場合は火曜日）、夏、年末年始
入館料：一般500円、学生300円　小学生以下、
65才以上、障害者手帳をお持ちの方は無料
問い合わせ：03-3888-7520
■今後の展示スケジュール
・石洞山人とやきもの
　　～８月５日（日）
・第41回伝統工芸日本金工展
　　９月１日（土）～10月14日（日）
・駒井哲郎版画展（仮称）
　　11月３日（土）～12月16日（日）

「街なかの散策は
マナーに気をつけて!!」
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学びピア21から望む北千住

荒川土手から東京スカイツリーがよく見えます！

  

名
倉
医
院
の
す
ぐ
先
、
堤
防
の
階
段
を
上
り
き

る
と
そ
の
先
に
ゆ
っ
た
り
と
荒
川
の
流
れ
が
見
え
ま

す
。
こ
こ
に
は
「
3
年
B
組
金
八
先
生
」
の
オ
ー

プ
ニン
グ
シ
ー
ン
に
登
場
す
る
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

J
R
常
磐
線
、
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
、
東
武
伊

勢
崎
線
の
鉄
橋
を
走
る
電
車
も
ド
ラ
マ
の
シ
ー
ン
そ

の
ま
ま
で
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

の
ビュー
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

　
荒
川
土
手
の
左
手
に
あ
る

学
び
ピ
ア
21
は
、
平
成
12
年

（
2
0
0
0
）に
オ
ー
プ
ン
し
た

足
立
区
の
生
涯
学
習
総
合

施
設
で
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆

　
水
辺
・
橋
・
土
手
・
路
地
・
商
店
街
が
あ
る
千
住
に
は
、
今
も

昔
も
「
絵
に
な
る
風
景
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
肩

の
力
を
抜
い
て
道
草
し
な
が
ら
、
散
策
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
本
町
セ
ン
タ
ー
商
店
街
か
ら
北
千
住
駅
前
通
り

に
広
が
る
、
き
た
ろ
ー
ど
1
0
1
0
商
店
街
を
渡

る
と
宿
場
町
通
り
で
す
。
通
り
の
左
手
が
、
大
名

や
公
家
、
幕
府
役
人
、
僧
侶
な
ど
要
人
が
宿
泊
や

休
憩
を
し
た
千
住
宿
本
陣
跡
で
す
。
奥
行
は
千
住

宿
本
陣
跡
の
碑
か
ら
千
寿
本
町
小
学
校
前
の
通
り

ま
で
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
右
手
に
は
元
魚

屋
さ
ん
の
店
舗
を
利

用
し
た
レ
ト
ロ
な
雰

囲
気
の
千
住
街
の
駅

が
あ
り
ま
す
。
街

歩
き
に
役
立
つマッ
プ

や
足
立
区
を
知
る
こ

と
の
で
き
る
パ
ネ
ル
展
示
も
あ
り
ま
す
。
散
策
の
お

休
み
所
と
し
て
ぜ
ひ
立
ち
寄
って
み
て
く
だ
さ
い
。

　
千
住
街
の
駅
の
先
の
路
地
を
左
に
曲
が
っ
た
北

千
住
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
の
左
手
に
昭
和
8
年

（
1
9
3
3
）創
業
の
石
黒
の
あ
め
が
あ
り
ま
す
。
2

代
目
の
増
田
裕
さ
ん
が
隣
の

部
屋
で
作
る
昔
な
が
ら
の
黒

あ
め
、
き
な
こ
あ
め
や
ニッ
キ

あ
め
を
は
じ
め
と
す
る
懐
か

し
い
あ
め
が
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に

を
中
心
に
、
中
央
図
書
館
、
放
送
大
学
東
京
足
立

学
習
セ
ン
タ
ー
、
荒
川
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
学
び
ピ
ア
21
の
7
階
レ
ス
ト
ラ
ン
か

ら
の
荒
川
の
眺
望
は
バツ
グ
ン
で
す
！

　
再
び
千
住
宿
場
町
通
り
に
戻
り
、
き
た
ろ
ー
ど

1
0
1
0
商
店
街
を
左
に
曲
が
る
と
、
北
千
住
駅

で
す
。「
1
0
1
0
」
で
「
せ
ん
じ
ゅ
」
と
は
、
千

住
の
人
た
ち
の
ユ
ー
モ
ア
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

並
び
、
1
0
0
g
か
ら
量
り
売
り
し
て
く
れ
る
の

が
、
嬉
し
い
で
す
。

　
宿
場
町
通
り
に
戻
る
と
目
の
前

が
千
住
ほ
ん
ち
ょ
う
公
園
。「
千

住
宿
」
の
額
を
掲
げ
た
門
が
建
て

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
傍
ら
に
「
千

住
宿 

高
札
場 

由
来
」
の
説
明
板

が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
通
り
は
、
昔
の
民
家
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い

る
店
も
多
く
、
お
休
み
の
店
の
シ
ャッ
タ
ー
に
は
宿
場

町
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
り
、
ち
ょっ
と
駅
前
の
商

店
街
と
は
違
った
雰
囲
気
が
漂
い
、
千
住
宿
の
面
影
を

色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
地
漉
紙
問
屋
・
横

山
家
住
宅
は
、
昭
和
11
年（
1
9
3
6
）に一部
が
改
修

さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
安
政
2
年（
1
8
5
5
）に
建
て

ら
れ
た
頃
の
姿
を
保
って
お
り
、
足
立
区
の
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
慶
応
4
年（
1
8
6
8
）上

野
彰
義
隊
が
官
軍
と
の
戦
い
で
敗
走
し
た
際
に
付
け

た
と
言
わ
れ
る
刀
の
跡
が
玄
関
の
柱
に
今
も
残
って
い

ま
す
。
こ
の
他
に
絵
馬
屋
吉
田
家
を
は
じ
め
、
周
辺

に
は
千
住
宿
の
面
影
を
偲
ば
せ
る
建
物
が
あ
り
ま
す
。

残
念
だ
っ
た
の
は
、
宿
場
通
り
の
名
物
・
か
ど
や
の
槍

か
け
だ
ん
ご
が
店
舗
建
て
替
え
の
た
め
に
休
業
だ
っ
た

こ
と
で
す
。

　
宿
場
通
り
を
荒
川
土
手
に
向
か
っ
た
右
手
の
奥
に

見
え
る
黒
い
門
が
名
倉
医
院
。こ
こ
は
江
戸
時
代「
骨

接
ぎ
と
い
え
ば
名
倉
、
名
倉

と
言
え
ば
骨
接
ぎ
」
と
言
わ

れ
、
関
東
一
円
に
知
ら
れ
て
い

た
医
院
。
こ
こ
も
足
立
区
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

千
住
宿
の
面
影
を
色
濃
く
残
す

千
住
宿
場
町
通
り

宿場町通り

石黒のあめ

横山家住宅（見学は外観のみ） 絵馬屋吉田家（見学は外観のみ）

千住ほんちょう公園

名倉医院（見学は外観のみ）

「3年B組金八先生」のオープニングシーンに
登場する荒川土手

きたろーど1010商店街

くつろぎの空間になっている北千住駅西口のペデ
ストリアンデッキ

スタッフの皆さんがあたたかく出迎えてくれます。

千住宿本陣跡の碑と千住宿本陣跡周辺

千寿七福神
庶民的な神様として江戸時代から広く信仰を
集めている七福神。大黒天、布袋尊、寿老神、
恵比寿天、毘沙門天　福禄寿、弁財天がメ
ンバーで、ここ千住にも「千寿七福神」があ
ります。約 2~3 時間で回れるコースなので、
七福神めぐりもしてみてください。

■本氷川神社　　　大黒天
　　　　　　　　　千住3-22

■大川町氷川神社　布袋尊
　　　　　　　　　千住大川町12-3

■元宿神社　　　　寿老神
　　　　　　　　　千住元町33-4

■千住神社　　　　恵比寿天
　　　　　　　　　千住宮元町24-1

■八幡神社　　　　毘沙門天
　　　　　　　　　千住宮元町3-8

■河原町稲荷神社　福禄寿
　　　　　　　　　千住河原町10-13

■仲町氷川神社　　弁財天
　　　　　　　　　千住仲町48-2

学びピア21の7階レストランからの荒川の眺望

楽しいイベントが目白押しの足立区へGO!

※掲載データは2012年7月20日現在のものです。

足立の花火  
10月13日（土）
今年も秋開催の足立の花火。区制80周年に合わせた
スペシャルバージョンの今回は約15000発の花火が
秋空を彩ります。
場所／荒川河川敷
　　　（東京メトロ千代田線鉄橋から西新井橋間）
時間／18時～19時10分
問い合わせ／03-3880-0039（お問い合せコールあだち） 

あだち区民まつり A-Festa 2012  
10月13日（土）・14日（日）
花火と同日開催のA-Festa。物産展や子ども広場な
ど、老若男女の楽しめる出し物が目白押し。
場所／荒川河川敷
問い合わせ／03-3880-0039（お問い合せコールあだち） 

足立の仏像　ほとけがつなぐ足立の歴史  
10月20日（土）～12月9日（日）
様々な特徴を持つ足立の仏教美術を展示。区内の各
地域の歴史や伝承なども紹介。
場所／足立区郷土博物館（大谷田5－20－1）
問い合わせ／03-3620-9393（足立区郷土博物館）

金
八
先
生
の
ロ
ケ
地・荒
川
土
手

千住街の駅
定休日：月・火曜日、年末（12月29日～12月31日）
　※月・火が祝日の場合と1月1日～３日は開館
開館時間：9時～18時（4月～10月）、9時～17時（11月～3月）
　※年始（1月1日～３日）は、10時～１６時まで
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昨年の東日本大震災を契機に、防災に対する意識は日に日に高まり、
今まで以上に防災対策をするようになった方も多いのではないでしょうか。このコーナーでは、
いざという時に慌てないために、日頃から心がけておきたい、防災対策についてご紹介していきます。

地震により火災が発生すると大きな被害をもたらします。地震の際に火災を出さないためにも、一人ひとりが日頃から防災
対策に取り組むことで、自分自身や家族の安全が確保できます。まずは、ご自宅をチェックしてみてください。

身近でできる防災対策
D i s a s t e r     M e a s u r e s

自宅編

01

03

02
大地震の際に火災が発生して規模が拡大してしまったら、私
たちは安全な場所に避難するしかありません。まずは、地震
の後に火事を出さないことが大切です。揺れがおさまったら、
慌てずに、ガス機器やストーブの火を消し、電気器具のコー
ドはコンセントから抜きましょう。また万一出火してしまったら、
地域の人たちと協力
して、初期の段階で
消火することが重要
です。そして避難場
所は家族と相談して
おきましょう。

ガスメーターとして使われている
マイコンメーターは、マイクロコン
ピュータにより、24時間体制で使
用状況が監視されています。震度5
に相当する地震をマイコンメーター
が察知した場合、自動的にガスを
遮断します。供給を再開するには、
マイコンメーターを操作しなければ
なりませんが、簡単な操作なのでど
なたにもできます。まずはマイコン
メーターの場所と操作方法を確認
しておきましょう。
※復帰作業がうまくいかなかった場合は、
必ずガス会社に連絡してください。

地震火災への備え

ガスマイコンメーター
が地震を察知

消火器の正しい
使い方を知っておく

延焼を防ぐために04

消火器を家庭に備えていても、ほとんどの皆さんは使ったこ
とがないはず。いざという時のために、玄関など、分かりやす
い場所に備え、消火器の正しい使い方を身につけておくこと
が大切です。また、消火器には有効期限があるので確認して
おきましょう。

最近の石油ストーブやガス機器などの火気設備には耐震機
能が義務づけられ、安全性は向上しています。地震時に大き
な出火の原因になりやすいのが、周りに置かれたものに燃
え移ること。日頃から、石油ストーブの周辺に洗濯物を干した
り、ガスコンロ周辺の棚に燃えやすいものを置かないように
しておきしましょう。
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い
浸
かって
い
ま
す
。す
ご
く
癒
さ
れ
ま
す
ね
。

　
そ
れ
と
ゴ
ル
フ
を
や
って
み
た
い
ん
で
す
。父
が
ゴ
ル
フ
好
き
な
の

で
、一緒
に
ラ
ウ
ン
ド
で
き
れ
ば
楽
し
い
だ
ろ
う
な
ぁ
〜
と
。ス
ト
レ

ス
の
解
消
に
な
る
し
、元
気
の
も
と
に
も
な
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、ま
ず
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
ね
。渋
滞
が
減
って
移
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

れ
ば
、も
っ
と
仕
事
も
し
や
す
く
な
り
ま

す
し
、イ
ラ
イ
ラ
の
ス
ト
レ
ス
も
大
き

く
減
る
と
思
い
ま
す
。多
く
の

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
、

私
た
ち
が
参
加
し
て
い
る

「
ハ
イ
パ
ー
ス
ム
ー
ズ
作
戦
」

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
た

ら
、嬉
し
い
で
す
ね
!!

―
―
大
島
さ
ん
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
変
幻
自
在
の
エン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
」と
い
う
こ
と
で
す
が
、ど
ん
な
エン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
を
目
指

し
て
い
る
の
で
す
か
？

大
島
　
最
近
の
仕
事
で
言
う
と「
カ
エ
ル
の
王
女
さ
ま
」で
演
じ
た

野
々
村
ま
ひ
る
役
な
ど
は
、普
段
の
自
分
と
は
ま
っ
た
く
違
う
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
し
た
。気
が
弱
く
て
優
柔
不
断
。就
活
に
失
敗
し
続

け
て
い
る
自
分
に
自
信
の
持
て
な
い
女
の
子
だ
っ
た
ん
で
す
。

　
ま
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
／
ピ
ク
サ
ー
映
画「
メ
リ
ダ
と
お
そ
ろ
し
の

森
」で
は
、声
優
と
し
て
日
本
語
吹
き
替
え
版
本
編
の
、主
人
公
メ

リ
ダ
役
を
や
ら
さ
せ
て
い
だ
き
ま
し
た
。メ
リ
ダ
は
お
転
婆
で
勝

気
で
自
然
体
で
生
き
る
王
女
様
で
す
。自
分
の
性
格
を
考
え
る

と
、こ
ち
ら
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
方
が
ぴ
っ
た
り
く
る
の
で
す
が
、メ

リ
ダ
に
は
持
っ
て
生
ま
れ
た
王
家
と
い
う
血
筋
が
あ
り
ま
す
。そ

う
考
え
る
と
、こ
ち
ら
も
難
し
い
役
ど
こ
ろ
で
し
た
。女
優
と
し
て

力
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
って
い
る
の
で
、も
っ
と
も
っ
と
い
ろ
い
ろ

な
役
を
演
じ
て
いって
、女
優
と
し
て
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

―
―
ご
自
身
で
自
動
車
の
運
転
は
さ
れ
ま
す
か
？

タ
ー
と
日
焼
け
止
め
で
す
ね
。歩
き
で
は
な
く
、誕
生
日
の
お
祝
い

に
、秋
元
才
加
ち
ゃ
ん
と
宮
澤
佐
江
ち
ゃ
ん
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く

れ
た
自
転
車（
シ
テ
ィ
バ
イ
ク
）で
走
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
仕
事
を
し
て
い
る
と
自
宅
か
ら
仕
事
場
ま
で
の
往
復
に
な
って

し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
、散
歩
に
し
ろ
、自
転
車
に
し
ろ
、普
段

は
目
に
で
き
な
い
場
所
を
歩
い
た
り
走
っ
た
り
し
て
、日
常
が
ど
ん

な
ふ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
ん
で
す
。普
段
は
人

が
い
る
よ
う
な
場
所
に
人
が
い
な
か
っ
た
り
、季
節
に
よ
っ
て
街
の

風
景
が
変
わ
って
い
た
り
、そ
ん
な
こ
と
を
発
見
す
る
の
は
楽
し
い

し
、ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
な
り
ま
す
し
、気
分
転
換
に
な
って
い
る

と
思
い
ま
す
ね
。

―
―
他
に
も
ス
ト
レ
ス
解
消
法
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
島
　
散
歩
の
ほ
か
に
、私
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
お
風
呂
。特
に

半
身
浴
で
す
ね
。お
風
呂
が
大
好
き
で
、湯
船
に
１
時
間
半
く
ら

大
島
　
A
K
B
メ
ン
バ
ー
の
移
動
は
基
本
的
に
は
電
車
や
バ
ス
な

ん
で
す
が
、今
の
私
の
仕
事
で
の
移
動
手
段
は
、衣
装
な
ど
の
荷
物

が
多
い
こ
と
も
あ
って
、ほ
ぼ
1
0
0
％
自
動
車
で
す
。で
す
か
ら

道
路
が
渋
滞
し
て
し
ま
う
と
現
場
への
到
着
時
間
が
遅
れ
て
、とっ

て
も
困
る
ん
で
す
。私
自
身
は
自
動
車
の
免
許
は
持
っ
て
い
な
い

の
で
す
が
、将
来
的
に
は
欲
し
い
で
す
ね
。自
動
車
の
免
許
を
取
っ

て
、好
き
な
場
所
に
ド
ラ
イ
ブ
し
た
い
な
ぁ
！（
笑
）

　
現
在
A
K
B
48
と
し
て「
ハ
イ
パ
ー
ス
ム
ー
ズ
作
戦
」に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、ど
う
いっ
た
こ
と
が
渋
滞
の
原
因
に

な
って
し
ま
う
か
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。免
許
を
取
って

も
、社
会
の
迷
惑
に
な
る
よ
う
な
運
転
は
も
ち
ろ
ん
し
ま
せ
ん
。

―
―
そ
れ
だ
け
お
忙
し
い
と
、散
歩
す
る
時
間
は
あ
ま
り
な
い
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

大
島
　
体
を
動
か
す
の
は
大
好
き
で
す
。A
K
B
48
の
公
演
で

踊
っ
た
り
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
に
、精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
大
き

な
達
成
感
を
感
じ
ま
す
。同
じ
よ
う
に
散
歩
も
私
に
は
必
要
な
こ

と
で
、時
間
の
あ
る
な
し
に
関
係
な
く
出
か
け
て
い
き
ま
す
。動
き

や
す
い
フ
ァッ
シ
ョン
で
、両
手
を
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
動
き
や
す

い
バッ
ク
を
持
って
出
ま
す
。そ
の
他
の
必
需
品
は
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

　
愛
称〝
ゆ
う
こ
〞こ
と
、大
島
優
子
さ
ん
は
国
民
的
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
A
K
B
48
選
抜
総
選
挙
で
見
事
に
1
位
に
輝

き
、ま
さ
に〝
A
K
B
の
顔
〞。秋
葉
原
の
劇
場
公
演
や
全
国
各
地
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
や

T
V
ド
ラ
マ
、映
画
や
C
F
な
ど
で
も
大
活
躍
中
で
す
。

　
A
K
B
48
は
社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
で
す
。東
京
の
渋
滞
解
消
を
目
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る「
ハ
イ
パ
ー
ス
ム
ー
ズ

作
戦
」へ
の
参
加
も
そ
の一環
で
、人
気
メ
ン
バ
ー
が
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、「
東
京
の
渋
滞
も
、力
を
合
わ
せ
れ

ば
変
え
ら
れ
る
」「
い
ま
あ
る
道
路
を
活
か
し
た
渋
滞
対
策
」な
ど
を
ポ
ス
タ
ー
や
W
E
B
な
ど
を
通
じ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。こ
こ
で
も
大
島
さ
ん
は
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン・ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
、中
心
的
存
在
で
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
大
島
さ
ん
の
愉
し
み
を
伺
っ
て
み
る
と
、忙
し
い
仕
事
や
社
会
貢
献
活
動
の
合
間
に
時
間
を
見
つ
け
て
す
る
散

歩
が
大
好
き
な
の
だ
そ
う
で
す
。の
ん
び
り
歩
き
な
が
ら
、ま
た
自
転
車
で
風
を
切
っ
て
街
を
眺
め
て
い
る
と
、人
の
心
が

見
え
て
く
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
ん
な〝
ゆ
う
こ
流
〞の
散
歩
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

街
を
歩
く
、季
節
を
歩
く
、心
を
歩
く
。

Interview散
歩
の

時
間

作詞家であり放送作家でもある秋元康氏が「会いにいけるアイドル」をコンセプト
に総合プロデュースするアイドル・ユニット。2005年に地熱のある街「秋葉原」に
誕生しました。現在、「チームA」、「チームK」、「チームB」、「チーム4」、「研究生」
の5つに分かれています。楽曲は全てオリジナル曲で、作詞は秋元氏が担当。

左から、AKB48の北原里英さん、宮澤佐江さん、大島優子さん、小嶋陽菜さん、高城亜樹さん、峯岸みなみさん

AKB48

1988年10月17日生まれ。栃木県出身。
2006年、AKB48に加入（チームK所属）。

大島 優子　おおしま・ゆうこ

東京都内の交通渋滞を減らしていこうと、東京都、警視庁、東京国道事務所が
連携して進めているプロジェクトです。AKB48は昨年に続き、キャンペーン・ナビ
ゲーターとして東京の渋滞解消を目指す5つの行動を呼びかけています。

「ハイパースムーズ作戦2012」がスタートしました！
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錦糸町駅前

○G 昭和シェル

●都民銀行

TR東京都道路整備保全公社の錦糸町パークタワーは、5月22日に開業した東京スカイツリータウン®の提携駐車場となりました。駐車場か
ら東京スカイツリー®までは、半蔵門線の利用を含め10分ほどで到着します。東京スカイツリー周辺の渋滞緩和のため、ぜひ錦糸町パーク
タワーをご利用ください。パーク＆ライドを利用して、周辺の下町めぐりをゆっくり楽しんでみてはいかがですか。

周辺の渋滞緩和を目的としたパーク＆ライドを実施しています。

大火で類焼しそうに
なったお稲荷さんを社
の池から這い出した“た
にし”が壁に張り付い
て守ったということから
「火防せ」の神様と崇
められ、田螺稲荷と呼ば
れるように。元の名は田
中稲荷。 津軽家の中屋敷

跡にあったこと
から津軽稲荷と
呼ばれ、錦糸町
一丁目の守護神
となっています

高さ634mで自立式電波塔とし
ては世界一の高さ。第1展望台は
350ｍ、345ｍ、340ｍという3
つのフロアを備え、カフェやレス
トラン、オフィシャルショップがあ
り、東京の新たなシンボルとなっ
ています。

奈良時代から江戸時代末期までのおもな屏風を世相と
あわせて紹介したパネルや製作道具、金具が展示され
ています。18世紀後半の「江戸風俗祭礼図屏風」や一
枚で複数の絵が楽しめる「からくり屏風」は必見です。
住所／墨田区向島1-31-6 
問合せ／03-3622-4470
開館時間／10時〜17時　
休館日／年末年始

両国育ちの芥川龍之介が通った両国高校（旧
府立三中）の校内に、19歳の頃の随想の一
部が刻まれた文学碑が建てられています。

錦糸町パークタワーが
東京スカイツリータウン®と提携 

東京スカイツリータウン®周辺散策ポイント

散策マップ

❶田螺稲荷神社

❻津軽稲荷神社

江戸が生んだ世界の絵
師・葛飾北斎生誕の地に
因んで北斎通りとなりま
した。90年の生涯のほ
とんどを墨田区内で過ご
した北斎は93回も転居
を繰り返したそうです。

創業100年を超える廣田硝子
が運営する、すみだ江戸切子
館では伝統工芸品の江戸切子
を展示販売しています。併設の
工房で切子体験（1日3回・要予
約）も実施しています。
住所／墨田区太平2-10-9
問合せ／03-3623-4148
開館時間／10時〜18時
休館日／日･祝日

災害時の防災行動力を身につけてもらう
ことを目的にした東京消防庁の施設。5つ
の体験コーナー（地震体験コーナー、煙体
験コーナー、消火体験コーナー、応急手当
体験コーナー、暴風雨体験コーナー）で、
擬似体験ができます。
住所／墨田区横川4-6-6
問合せ／03-3621-0119
開館時間／９時〜17時
休館日／水曜日・第３木曜日
　　　　（国民の祝日に当たる場合は翌日）
　　　　年末年始（12月28日〜1月3日）

❾北斎通り ⓫すみだ江戸切子館 ⓬本所防災館

池波正太郎の『鬼平犯科帳』に
も登場する春慶寺は、『東海道
四谷怪談』の作者・四世鶴屋南
北の菩提寺です。ここから眺め
る東京スカイツリーは、大迫力
で、シャッターポイントです。

⓮春慶寺

⓯東京スカイツリー®

⓱屏風博物館

所在地：東京都墨田区江東橋3-5-16 
収容台数：自動車　289台　オートバイ　70台

通常料金

割引

（平日・祝日）入庫当日24時まで1,400円
（土曜・日曜）入庫当日24時まで2,400円

提携割引適用後（最大）

（平日・祝日）入庫当日24時まで  200円
（土曜・日曜）入庫当日24時まで1,200円
※展望台チケット等は対象外となります。
※オートバイは、割引対象外となります。
　＜1日400円（22時～翌24時、0時～翌2時）＞
※割引は、予告無く変更・終了することがあります。
　事前に「s-park(提携店舗割引)」をご確認ください。

※詳細は以下ＨＰ又はＴＥＬで確認ください。

http://sasp.mapion.co.jp/b/tpark4/info/6/

■掲載データは2012年6月25日現在のものです。

【提携割引について】 　
東京ソラマチコールセンター
電話：0570-55-0102
 （PHS、IP電話から利用できません。）

【駐車場について】 　
公益財団法人
東京都道路整備保全公社 東部営業所　
電話：03-5638-3760 

お問い合わせ先

東京スカイツリータウン内イーストヤードイン
フォメーションへ駐車券をお持ちください。

錦糸町パークタワー
～提携割引を実施しています～

春には1kmにおよぶ
桜並木が見事な屈指
の桜の名所となり、夏
には隅田川花火大会
が行われます。

入口

⓰隅田公園

勝海舟の父・小吉が息子・麟太郎の快癒を
願って水垢離したことで知られています。毎
年修行僧が極寒の中水垢離をする水行国
祷会が有名です。

❿能勢妙見山別院

大横川を埋め立てて作られた親
水公園で、ベンチや噴水、緑地な
どが整備され、街歩きの途中の
休憩にも最適。すみだに古くか
ら伝わる本所七不思議をモチー
フにしたレリーフがあります。

⓭大横川親水公園

❷芥川龍之介文学碑
関東大震災の復興事業として、
昭和3年（1928）に開園。園内
には、体育館やプール、野球場、
テニスコートなどのスポーツ施
設があります。墨田区の桜の名
所としても有名です。

❼錦糸公園

錦糸町駅の北口から約5分。四ツ目通りに面した錦糸公
園内の墨田区総合体育館の2階に、平成21年（2009）
に墨田区初の名誉区民となった王貞治氏の「王貞治のふ
るさと墨田」があります。“世界の王”の子ども時代の着物
や現役時代のユニホームやグローブ、写真など貴重な資
料が時代ごとに展示されています。すみだで生まれ育っ
た王氏の歴史が一目で分かる必見のスポットです。
住所／墨田区錦糸4-15-1 
問合せ／03-3623-7273
開館時間／10時〜18時
休館日／毎月第3月曜（国民の祝日に当たる場合は翌日）
　　　   及び年末年始（12月30日〜1月2日）

❽王貞治のふるさと墨田
   （墨田区総合体育館内）

錦糸町駅北口にある
音符のヘ音記号をモ
チーフにしたモニュメ
ントで、吸気・排気塔を
利用。ドーナツのよう
に見えます。

❹錦糸町駅北口のモニュメント（ECHO）

オーケストラを中心とした音楽を提供す
るクラシックホールで、平成9年（1997）
にすみだの文化拠点として誕生。ホール
名のトリフォニーとは、人と音楽とホール
の3つの音が響き合う様を表しています。

❺すみだトリフォニーホール
明治を代表する歌人
であり小説家・伊藤左
千夫も錦糸町に住ん
でいたことから、南口
の駅前に歌碑が建て
られています。

❸伊藤左千夫の歌碑

自動車を駅周辺の駐車場に停めて（Park）、
電車やバスに乗り換える（Ride）。渋滞緩和
の方策の一つで、TR東京都道路整備保全
公社も渋滞緩和や環境改善を図るために
パーク＆ライドを推進しています。

パーク＆ライド

300m2001000

N

HP

適用方法

通常料金より、1,200円割引（3時間まで無料）
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参加団体訪問-29 特定非営利活動法人 西ヶ原ローズページェント（北区）

　環境に対する意識は年々高まり、道路空間にもうるおいと安らぎが求められています。私ども公
社では、地域住民の皆様のボランティアによる快適な道路環境づくりを目指す東京都の「東京ふれ
あいロード・プログラム」に協力しています。
　このプログラムは、道路の清掃や植栽の手入れなどの道路美化活動を、地域住民の力や地元
自治体、企業団体と東京都が協力しあって進めていくプログラムです。平成24年7月1日現在、この
「東京ふれあいロード・プログラム」に参加してくださっている団体は119団体です。公社ではこのプ
ログラムに参加する団体に対し、清掃グッズやジャンパー等を支援、活動費用の助成をしています。
　このコーナーでは「東京ふれあいロード・プログラム」の参加団体の活動を紹介しています。今号
は、北区で活動されている「特定非営利活動法人 西ヶ原ローズページェント」を訪問いたしました。

　
前
回
、「
J
F
T
D
学
園
日
本
フ
ラ
ワ
ー
カ
レッ
ジ
」を
お

訪
ね
し
た
の
は
、2
0
0
9
年
の
夏
。平
成
3
年
に
開
校
さ

れ
た
J
F
T
D
学
園
日
本
フ
ラ
ワ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
は
、花

業
界
で
活
躍
す
る
多
く
の
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
が
育
って
い
ま
す
。

平
成
17
年
4
月
か
ら
東
京
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド・プ
ロ
グ
ラ
ム
の

活
動
と
し
て
行
って
い
る
、品
川
区
北
品
川
4
丁
目
に
あ
る

花
壇
の
植
栽
と
周
辺
の
清
掃
は
、地
域
の
環
境
美
化
を
体
験
す
る
貴
重
な
時
間

と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
を
養
成
す
る
学
校
で
す
か
ら
、と
に

か
く
み
ん
な
花
が
大
好
き
。そ
し
て
物
づ
く
り
を
し
た
い
、自
分
た
ち
な
ら
で
は

の
表
現
を
し
た
い
と
い
う
思
い
も
強
い
の
で
、レ
ン
ガ
と
古
い
木
な
ど
を
使
って
自

由
に
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る《
花
壇
づ
く
り
》は
、日
頃
の
勉
強
の
成
果
を
発
揮
で
き

る
大
切
な
場
に
な
って
い
ま
す
」と
話
さ
れ
る
の
は
、教
務・フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
常

勤
講
師
の
渡
邊
晋
さ
ん
。

　
植
込
み
を
し
た
直
後
は
花
を
抜
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、

「
近
所
の
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
花
を
摘
ん
で
い
る
姿
を
見
か
け
た
時
は
ち
ょっ
と

嬉
し
い
」と
渡
邊
さ
ん
。ま
た
、近
所
の
方
か
ら「
挿
し
木
を
し
た
い
の
で
、枝
を

分
け
て
欲
し
い
」と
言
わ
れ
た
り
、授
業
用
の
教
材
を
花
壇
か
ら
採
っ
て
い
る
時

に
近
く
の
会
社
の
警
備
員
さ
ん
か
ら「
何
を
し
て
い
る
の
？
」と
声
を
か
け
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
、地
域
の
花
壇
と
し
て
注
目
さ
れ
、守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、東
京
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド・プ
ロ

グ
ラ
ム
に
ご
登
場
い
た
だ
い
た
団
体
の
そ
の
後
を
紹

介
し
ま
す
。今
回
は
No.17
で
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
、

「
一
般
社
団
法
人 

日
本
生
花
通
信
配
達
協
会
　

J
F
T
D
学
園
日
本
フ
ラ
ワ
ー
カ
レッ
ジ
」で
す
。

西ヶ原ローズページェントの皆さん。団体名は旧古河庭園のバラの花にちなんでつけられました。

街
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
和
ん
で
も
ら
い
。

「
あ
り
が
と
う
！
」と
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が

私
た
ち
の
活
動
の
原
動
力
！

そ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
頑
張
って
い
ま
す
。

Befor

低い柵が設置されていた頃の花壇

違法駐輪により柵が壊されたこともある

レンガで囲まれていた頃の花壇は段差
のために躓く人もいた

After

活動エリアは、北区・本郷通りの平塚神社
から一里塚までの両側の歩道、約1.2キ
ロ。ヤブランの柵になった花壇は、歩道と
の段差がなく緑で囲まれ優しい雰囲気。

空き缶やゴミなどの不法投棄も減り、違法駐輪も少なくなりました。

道路沿いの植栽で一番大
変な水やり。地域の皆さ
んにお願いをすることで、
接点のなかった人たちと
のコミュニケーションがで
きたそうです。

特定非営利活動法人 西ヶ原ローズページェント
塚田栄一さん

特定非営利活動法人 西ヶ原ローズページェント
理事長 日景省吾さん

西ヶ原ローズページェントは活動を始めて今年で11年目になります。東
京ふれあいロード・プログラムの認定は2009年に受けました。①街をきれ
いにする植栽活動②新しい街づくり③老人福祉④イベントの開催、とい
う4つの活動を中心にしています。特に、街をきれいにする植栽活動に力
を入れており、活動全体の約8割を占めています。活動エリアは、北区と
本郷通りの平塚神社から一里塚までの両側の歩道、約1.2キロ。ここは
旧古河庭園を訪れる人たちの散策コースにもなっているので、私たちの

街を訪れる方々に少しでも和んでもらいたいという思いから、設置されている花壇に花を植え、清掃
と同時にポイ捨てなどのゴミ拾いから始めていきました。違法駐輪も多い地域で「どうしたらそれをな
くせるのか？」、ということも花植え活動につながりました。スタートした当初は、花壇に背の低い柵をし
たり、レンガで囲うようにしたのですが、躓く方が多かったり、心ない人に壊されてしまうことも多かった
のです。いろいろと考えた末に柵の代わりにヤブランやリュウノヒゲなどの緑で、歩道との段差をなくし
た優しい花壇にしようということになりました。

西ヶ原ローズページェントの活動は、一人ひとりが風通しをよくして、お互いを
気遣い合えるような仲間づくりをしよう、ということから始まりました。私たちが
活動している本郷通り界隈は、警察署や病院、消防署などの公共施設が多
く集まる殺風景な街という印象でしたが、私たちが植栽活動をするようにな
り、温かみのある街にだいぶなってきたのではないかと思っています。一年
一年、地道に活動をしてきた成果が少しずつですが、現れ始めています。東
京ふれあいロード・プログラムに認定されたことにより、私たちの活動がわかる

アドプトサインを設置していただいたおかげで、これまで以上に私たちの活動をアピールできるようになりま
した。とにかく地元の意識がひとつになって、地道な活動をしていくことが大切だと思っています。教育基本
法の中に、“子どもを育む環境をつくらなければいけない”、ということがあります。本郷通りは、子どもたちの
通学路になっていますので、私たちが植えた草花に触れたり、見ることで、机上ではなく、実地で学んでもら
える場として役だっていっているのではないかと思っていますし、そうしていきたいと思っています。

私
た
ち
の
共
通
の
思
い
は
、

街
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
、

笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

い
つ
も
キ
レ
イ
な
花
た
ち
で
お
出
迎
え
し
た
い
。

対象となる活動

対象となる活動は、都道で行う
次の（1）、（2）に該当する活動です。
1 清掃活動
清掃活動とは、紙くず・空き缶・吸殻・落ち葉などを拾う活
動です。

2 緑化活動
緑化活動とは、植栽の手入れ・花苗の植替え・種まき等を行
う活動です。

対象となる団体 東京都内の自治会、町内会、商店会、学校、企業、NPO法人、
ボランティア団体等

活動場所 都道の歩道部分（供用を開始した道路）

募集期間 随時募集しています。

活動期間 年間を通じて活動することとし、特に期間は定めていません。

活動に係る
支援等

原則として、無償で活動していただきますが、活動の補助として、
活動用具等の費用の一部支援を受けることができます。

支援の
内容

活動費の支援（1年間 最高 8万円まで）※

活動区域内へのサイン（表示板）の設置
※審査の結果、有償団体として認定した団体に限ります。

認定方法 団体等から、活動を希望する区間（都道）を提示された後、活動
の場所等が適切かどうか、東京都が確認した上で認定します。

地域の住民や企業の皆様と東京都が協力して、道路の清掃や植
栽の手入れなどの美化活動を行うことにより、道路利用のモラル向
上と潤いのある道路空間の創出を目的とする制度です。

公社は、「東京ふれあいロード・プログラム」に協力し、参加団体の皆
様に活動費の助成などを行い、道路美化活動をサポートしています。

TR東京都道路整備保全公社では、ティーアール・マグの東京ふれあい
ロード・プログラムに登場してくださる団体を募集しています。このページ
は、皆さんの日頃の活動とその思いを紹介していくページです。自薦、他
薦を問いません。ご応募お待ちしています。

●平成２４年7月１日現在、119団体が活動しています。情報を公開している団体の一覧は、
「http://www.tmpc.or.jp/index.php/about-michidukurio/list」から確認できます。
●公社では、東京ふれあいロード・プログラム参加団体を対象に、「清掃用具やジャンパーの
物品支援」を行っています。 物品支援について、詳しくは

　「http://www.tmpc.or.jp/index.php/about-michidukurio/pcej」 をご覧ください。

■「東京ふれあいロード・プログラム」とは

■「東京ふれあいロード・プログラム」認定までの流れ

■「東京ふれあいロード・プログラム」の概要

東京都建設局 道路管理部 路政課 管理係
【電話：０３-５３２０-５２８１（直通）】

■「東京ふれあいロード・プログラム」についてのお問い合わせ

■公社の役割

登場団体
募集！

「東京ふれあいロード・プログラム」に
参加してみませんか？

参加の
申込

更新の
申し出

活動の継続

協定の
自動更新
（1年間）

新規参加の場合

更新の場合

支援希望

道路美化活動の開始

支援希望

道路美化活動の開始

活動に係る支援等

認定証の交付

活動に係る支援等

認定証の交付

●活動団体 ■東京都

協定の
締結

審
査

２
月
末

参加団体
道路美化活動に
関する協力・支援

活動費の助成など

協定の締結
東京都（道路管理者）

JFTD学園日本フラワーカレッジ 
教務・フラワーデザイン常勤講師
渡邊 晋さん

和気あいあいとした雰囲気
のJFTD学園日本フラワー
カレッジの第22期の皆さ
ん。1年間という限られた
時間の中での勉強はとても
ハードですが、フローリスト
になるという共通の目的の
もと、チームワークも抜群で
す！

植替えをしないコニファー（針葉樹）が、自然な感じで大
きくなってきた山手通りの居木橋交差点にある花壇。全
体の監修は、講師で園芸研究家の杉井志織さん。

花の水あげ、掃除、花壇など、放課後の活動を3つの班に
分かれてするので、班の絆も強い！

1週間ごとのローテーションで、3週間に1回花
壇を担当。その1週間の中で、水やりをはじめ、
雑草取りやゴミ拾いなどを状況に応じて実施。

活動日／月曜日～金曜日（水やり・清掃）、
年2回程度（6月と9月頃に全体植替え）
03-5496-0364

■一般社団法人 日本生花通信配達協会
JFTD学園日本フラワーカレッジの活動スケジュール

通
学
の
時
に
花
壇
の
前
を

通
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

み
ん
な
が
気
に
か
け
て
い
ま
す
！

今
年
の
花
壇
の
モ
チ
ー
フ
は

ひ
と
目
で
わ
か
る
魚
と
ハ
ー
ト

コ
ン
セ
プ
ト
は
子
ど
も
た
ち
に

花
と
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
。

先生から厳しく（!?）指導していただいてます！

班ごとにエリアを決めてレイアウトしました！

「お花がキレイ」と、声をかけてくださる方も多いです！

地域の皆さんの憩いの

場になって欲しいです！

ゴミを捨てる人は

少なくなっています！
先輩達とは違った

花壇になったと
思います！

主な活動内容／年2回の花植え（5月、10月）
　　　　　　　毎月2回（第2・第4日曜日）9時～12時まで植栽と花壇の維持管理。
　　　　　　　（7・8・9月は毎週水やり）

■特定非営利活動法人 西ヶ原ローズページェントの活動スケジュール

年2回（5月、10月）の植込みは、連続3日間で一気にするそうです。

力を合わせ
て

街をきれい
にしていま

す！

お花をご自分でも
植えたいという方に
は苗を差し上げて
います。お掃除もし
ていただけるように
なりました。

警察署や消防署など
に加え、地元の企業に
も水やりの協力をお
願いしています。

花を見れば誰でも
にっこりします。活
動のきっかけは街を
訪れる人に笑顔に
なってもらいたいか
らです。

旧古河庭園で春と秋に開
催しているバラフェスティ
バルにもボランティアと
して参加して、植え方の
指導とバラを販売してい
ます。その利益でさらに
植栽活動をしています。

本郷通りを中心にし
たイラストマップを
作成しています。ボ
ランティアとして街
歩きのガイドもして
います。

少しでも花壇が荒れて
しまうと、花が抜かれた
りポイ捨てゴミが増え
てしまいます。常にキレ
イにしていることが大
切なんです。
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再開発が始まった頃の西新井駅西口

⑪

西
新
井
は
弘
法
大
師・空
海
か
ら
始
ま
っ
た
由
緒
あ
る
街

西
新
井
は
西
新
井
大
師
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
、古
く
か
ら
知
ら
れ
た
街
で
す
。西
新

井
大
師
は
真
言
宗
の
寺
院
で
正
式
名
称
は
五
智
山
遍
照
院
総
持
寺
で
、弘
法
大
師

（
空
海
）の
創
建
と
言
わ
れ
る
名
刹
で
す
。天
長
年
間
に
弘
法
大
師
が
関
東
巡
礼
の
時
に
疫

病
に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
を
救
う
た
め
に
、こ
の
地
で
木
の
十一面
観
音
像
を
彫
り
祈
祷
し

た
と
こ
ろ
、枯
れ
て
い
た
井
戸
か
ら
清
水
が
湧
き
上
が
り
疫
病
が
治
ま
り
、そ
の
井
戸
が
本

堂
の
西
側
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、西
の
新
し
い
井
戸
、西
新
井
と
い
う
地
名
に
な
っ
た
と
伝
え
ら

れ
る
、由
緒
正
し
い
名
前
で
す
。

　
明
治
22
年（
1
8
8
9
）の
市
制・町
村
制
で
整
理
統
合
さ
れ
、消
え
て
いっ
た
町
村
が
あ

る
中
で
西
新
井
村
は
残
り
、由
緒
あ
る
西
新
井
の
名
は
今
も
健
在
で
す
。ち
な
み
に
、こ
の
西

新
井
大
師
は
映
画『
男
は
つ
ら
い
よ
』の
舞
台
の
候
補
に
も
あ
がっ
た
こ
と
が
あ
る
と
か
。

大
師
前
駅
か
ら
西
新
井
駅
ま
で
は
き
っ
ぷ
を
買
わ
ず
に
乗
車
！

明
治
32
年（
1
8
9
9
）、東
武
鉄
道
の
創
業
路
線（
現・東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
）と

し
て
、北
千
住
〜
久
喜
間
が
開
通
し
、そ
の
時
に
西
新
井
駅
も
開
業
し
ま
し
た
。開
業

当
時
は
北
千
住・西
新
井・草
加・越
ヶ
谷（
現・北
越
谷
）・粕
壁（
現・春
日
部
）・杉
戸（
現・東

武
動
物
公
園
）・久
喜
の
7
駅
で
、ダ
イ
ヤ
は
1
日
７
往
復
だ
っ
た
そ
う
で
す
。西
新
井
駅
の
開

業
に
は
、西
新
井
大
師
の
参
拝
用
に
と
地
元
か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
昭
和
6
年（
1
9
3
1
）西
新
井
と
大
師
前
間
を
結
ぶ
西
板
線（
現・大
師
線
）が
部
分
開

業
し
ま
し
た
。西
新
井
と
東
武
東
上
線
の
上
板
橋
を
結
ぶ
と
い
う
、ほ
ぼ
現
在
の
環
七
に
沿

っ
た
西
板
線
の
計
画
の一部
で
し
た（
計
画
は
廃
止
）。ち
な
み
に
、大
師
前
駅
は
無
人
駅
で
切

符
の
販
売
は
行
って
お
ら
ず
、乗
客
は
切
符
を
買
わ
ず
に
電
車
に
乗
り
込
み
、西
新
井
駅
に

来
て
か
ら
切
符
を
買
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。西
新
井
駅
か
ら
大
師
線
に
乗
る
場
合
は
先
払
い

で
電
車
に
乗
り
ま
す
。つ
ま
り
大
師
前
駅
か
ら
は
定
期
券
を
持
って
い
る
人
以
外
は
切
符
を

持
た
ず
に
乗
る
と
い
う
、ち
ょっ
と
変
わ
っ
た
乗
り
方
を
し
ま
す
。

昔
の
西
新
井
橋
か
ら
見
た
お
化
け
煙
突
の
数
は
4
本
！

東
京
市
内
の
約
6
割
の
家
屋
が
罹
災
し
た
大
正
12
年（
1
9
2
3
）の
関
東
大
震
災
。

震
災
後
の
都
市
計
画
の
見
直
し
に
よ
り
大
正
15
年（
1
9
2
6
）に
、南
足
立
郡
千

住
町（
現・足
立
区
千
住
桜
木
）に
新
火
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
、そ
の
年
1
月
か
ら
運
転
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
発
電
所
に
は
巨
大
な
煙
突
が
3
本
あ
り
、昭
和
2
年（
1
9
2
7
）

に
さ
ら
に
1
本
が
建
設
さ
れ
4
本
に
な
り
ま
し
た
。煙
突
は
ひ
し
形
に
配
置
さ
れ
て
い
た
た

め
、見
る
場
所
や
角
度
に
よって
3
本
、2
本
、1
本
と
本
数
が
異
な
って
見
え
た
こ
と
か
ら
、

「
千
住
の
お
化
け
煙
突
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
漫
画
家・つ
げ
義
春
は
4
本
の
煙
突
を
舞
台
に
し
た『
お
ば
け
煙
突
』を
描
い
て
い
ま
す
。

　
映
画『
いつ
で
も
夢
を
』は
、西
新
井
に
住
む
主
人
公
の
三
原
ひ
か
る
は
医
者
の
養
父
の
病

院
で
看
護
婦
を
務
め
な
が
ら
定
時
制
高
校
に
通
う
明
る
い
少
女
。ピ
カ
ち
ゃ
ん
の
愛
称
で
呼

ば
れ
る
主
人
公・ひ
か
る
を
演
じ
た
の
は
吉
永
小
百
合
。木
造
の
西
新
井
橋
の
後
ろ
、荒
川
越

し
に
お
化
け
煙
突
が
登
場
し
て
い
ま
す
し
、そ
の
他
の
映
画
や
小
説
、写
真
な
ど
に
も
数
多

く
登
場
し
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
、千
住
の
火
力
発
電
所
は
昭
和
39
年（
1
9
6
4
）、そ
の

役
割
を
終
え
取
り
壊
さ
れ
、お
化
け
煙
突
も
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、そ
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

は
、今
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
匹
敵
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ち
な
み
に
、こ
の
お
化
け
煙
突
の
模
型
を
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
千
住
の
尾
竹
橋
の
袂
の
帝
京
科
学
大
学
の
新
校
舎
の
外
に
は
、お
化
け
煙
突
の
モ
ニ

ュメ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
モ
ニュメ
ン
ト
は
旧
元
宿
小
学
校
の
滑
り
台
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
お
化
け
煙
突
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
も
の
で
す
。そ
の
横
に
は
約
４
m
の
高

さ
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
煙
突
が
4
本
立
って
お
り
、見
る
場
所
に
よ
って
1
本
か
ら
4
本
に
見

え
方
が
変
わ
り
ま
す
。ま
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
見
え
る
と
5
本
の
煙
突
の
よ
う
な
風
景

が
楽
し
め
る
新
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
都
市
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
西
新
井

西
新
井
大
師
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
西
新
井
の
街
に
、大
正
13
年

（
1
9
2
4
）、日
清
紡
旧
東
京
工
場
が
開
業
し
、若
い
人
た
ち
が
増
え
、ま
だ
農
村

だ
っ
た
西
新
井
界
隈
は
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
平
成
14
年（
2
0
0
2
）、日
清
紡
東
京
工
場
が
移
転
し
、西
新
井
駅
西
口
の
建
設
ラ

ッ
シ
ュ
が
始
ま
り
ま
し
た
。そ
し
て
他
線
と
の
相
互
乗
り
入
れ
や
直
通
急
行
の
増
発
な
ど

に
よ
っ
て
、西
新
井
の
交
通
事
情
は
飛
躍
的
に
進
化
し
て
い
き
ま
し
た
。さ
ら
に
平
成
20
年

（
2
0
0
8
）に
は
新
交
通
シ
ス
テ
ム
路
線「
日
暮
里・舎
人
ラ
イ
ナ
ー
」が
こ
の
街
を
走
り

始
め
、都
心
への
ア
ク
セ
ス
が
良
好
な
街・西
新
井
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
西
新
井
駅
前
の
日
清
紡
工
場
跡
地
の
再
開
発
事
業・西
新
井
ヌ
ー
ベ
ル
は
、平
成
9
年

（
1
9
9
7
）に
東
京
都
防
災
都
市
づ
く
り
推
進
計
画
の
重
点
整
備
地
域
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。地
域
住
民
に
よって
西
新
井
駅
西
口
周
辺
地
区
防
災
ま
ち
づ
く

り
連
絡
会
が
設
立
さ
れ
、災
害
に
強
く
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
足
立
区
と
と
も
に
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
ヌ
ー
ベ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
語
の「
新
し
い
」と
い
う
意
味
。新
し
い
西
新
井
の
先
陣
を
切
っ
た
の

が
、2
0
0
7
年
に
完
成
し
た
最
初
の
マ
ン
シ
ョン
。そ
し
て
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
と
1
1
0

の
専
門
店
、10
ス
ク
リ
ー
ン
の
シ
ネ
コ
ン
を
擁
す
る
大
型
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー「
ア
リ
オ
西
新

井
」も
誕
生
。警
察
や
病
院
、保
育
園
、１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
公
園・さ
か
え
公
園
な
ど
が
併
設

さ
れ
、西
新
井
駅
西
口
は
総
面
積
約
11・6
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
し
い
街
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。

新旧のコントラストが街の魅力を
際立たせる西新井

変
わ
り
ゆ
く

西
新
井
界
隈

今は西新井橋からお化け煙突ではなく東京スカイツリーが見える
東武鉄道西新井工場（2002年） 東武鉄道西新井工場引き込み線があったところ

東武鉄道西新井工場跡に建てられたマンション。マンション沿いの道路は線路を撤去せずそのままアスファルトで固めてあります現在の西新井駅西口 マンション前の公衆トイレには昔の写真が掛けられ
ミニギャラリーのようです

千住火力発電所のお化け煙突（昭和20年代）
出典：生活情報センター「東京下町100年のアー
カイブス―明治・大正・昭和の写真記録」より。

さかえ公園

アリオ西新井

マンション前にある東武
鉄道の初期客車や電
車、貨車に使われてい
たスポーク付車輪
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　「
抑

そ
も
そ
も、
皇
政
維
新
以
来
已す

で

ニ
十
ケ
年
ノ
星
霜
ヲ
経
タ
リ
ト
雖
、
昨
年

ニ
至
ル
マ
テ
ハ
兵
馬
騒
擾
、
不
肖
利
通
内
務
卿
ノ
職
ヲ
辱

か
た
じ
け
の

フ
ス
ト
雖
、

未
タ
一
モ
其
務
ヲ
尽
ス
能
ハ
ス
、
加

し
か
の
み
な
ら
ず之
東
西
奔
走
海
外
派
出
等
ニ
テ
職

務
ノ
挙
ラ
サ
ル
ハ
恐
縮
ニ
不
堪
ト
雖
、時
勢
不
得
已
ナ
リ
」、す
な
わ
ち
、

維
新
が
成
っ
て
一
〇
年
た
っ
た
が
、
昨
年
ま
で
戦
乱
が
た
え
な
か
っ
た

（
戊
辰
戦
争
、
士
族
反
乱
、
西
南
戦
争
な
ど
）。
し
か
し
、
私
は
い
ま
だ

一
つ
も
職
務
を
ま
っ
と
う
で
き
ず
、
東
奔
西
走
し
、
海
外
視
察
も
し
た

が
成
果
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
残
念
だ
が
、
時
節
が
ら
止
む
を
得
な

い
部
分
も
あ
る
。

　
そ
の
う
え
で
、「
今
ヤ
事
漸
ク
平
ケ
リ
、
故
ニ
此
際
勉
メ
テ
維
新
ノ

盛
意
ヲ
貫
徹
セ
ン
ト
ス
、
之
ヲ
貫
徹
セ
ン
ニ
ハ
三
十
年
ヲ
期
ス
ル
ノ
素

志
ナ
リ
」
と
、
今
日
よ
う
や
く
平
和
に
な
り
、
維
新
の
趣
旨
を
貫
徹
と

よ
う
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
三
〇
年
か
か
る
。
そ
の
第
一
期
は
、

す
で
に
過
ぎ
た
明
治
元
年
か
ら
一
〇
年
ま
で
で
、
兵
乱
が
多
い
創
業
期

で
あ
っ
た
。
第
二
期
は
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
で
、
内
政
を
整
え
民
間

産
業
を
興
す
大
切
な
時
期
で
あ
り
、
内
務
卿
と
し
て
尽
力
す
る
つ
も
り

で
あ
る
。
第
三
期
は
、
明
治
二
一
年
か
ら
の
一
〇
年
で
、
後
進
に
継
承

し
、
維
新
を
完
成
す
る
時
期
と
述
べ
た
（
日
本
史
籍
協
会
編
『
大
久
保

利
通
文
書
九
』
東
京
大
学
出
版
会
、一
六
七
〇
号
）。
明
治
一
一
年
と
は
、

ま
さ
に
第
二
期
開
幕
の
年
で
あ
っ
た
。

　
以
下
、遠と

お

矢や

浩ひ
ろ

規き『
利
通
暗
殺
|
紀
尾
井
町
事
件
の
基
礎
的
研
究
|
』

（
行
人
社
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
に
よ
り
、
同
年
五
月
一
四
日
を
再
現

す
る
。

　
早
朝
の
山
吉
成
典
と
の
面
会
を
終
え
た
大
久
保
は
、
八
時
、
玄
関
で
、

満
寿
子
夫
人
や
書
生
ら
に
見
送
ら
れ
、
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
と
山
高
帽
子

と
い
う
格
好
で
、
二
頭
立
て
の
箱
馬
車
に
乗
っ
た
。
行
き
先
は
、
赤
坂

仮
御
所
（
現
在
の
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
）
の
太
政
官
で
、
こ
の
日
、
陸
海

軍
将
校
へ
の
勲
章
授
与
式
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

尾
井
町
で
暗
殺
さ
れ
る
大
久
保
利
通
の
二
人
の
壮
絶
な
最
期
と
を
、
対

照
的
に
描
い
た
。

　
銃
弾
の
中
、足
を
引
き
ず
っ
て
歩
い
て
い
く
西
郷
。
N（
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
）「
西
郷
様
は
数
年
の
ち
、
新
政
府
の
方
針
に
不
満
を
抱
く
薩
摩
藩

士
た
ち
の
た
め
に
鹿
児
島
で
挙
兵
、
世
に
言
う
西
南
戦
争
で
命
を
落
と

さ
れ
ま
す
。
西
郷
様
の
死
に
よ
っ
て
、
武
士
の
時
代
は
幕
を
お
ろ
し
た

の
で
す
。

西
郷
「（
微
笑
し
）
こ
い
で
よ
か
…
…
」

（
西
郷
隆
盛
、
明
治
十
年
九
月
二
十
四
日
没
）

　
東
京
・
紀
尾
井
町
・
路
上
（
明
治
十
一
年
五
月
十
四
日
早
朝
）

大
久
保
の
乗
っ
た
馬
車
が
来
る
。
二
手
に
分
か
れ
た
六
人
の
刺
客
が
馬

車
に
襲
い
か
か
る
。
め
っ
た
斬
り
に
さ
れ
た
大
久
保
が
つ
ぶ
や
く
。

大
久
保
「
や
り
残
し
た
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
…
…
。
そ
げ
な
も
の
じ
ゃ
ろ

か
の
う
、
吉
之
助
さ
ー
…
…
」

薄
く
笑
い
絶
命
す
る
。

N
「
明
治
十
一
年
五
月
十
四
日
、
大
久
保
様
は
、
そ
の
政
策
に
不
満
を

持
つ
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
命
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

　
西
郷
と
大
久
保
の
最
期
の
言
葉
は
、
も
ち
ろ
ん
脚
本
家
の
想
像
で
あ

る
。
西
郷
が
、
納
得
し
て
亡
く
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
大
久
保
の
無
念

は
、
何
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
港
区
元
赤
坂
二
丁
目
（
迎
賓
館
）
の
北
東
、
喰く

い

違ち
が
い

土ど

橋ば
し

（
紀
州
徳
川

家
五
五
万
五
〇
〇
〇
石
中
屋
敷
）
か
ら
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
と
紀

尾
井
ホ
ー
ル
の
間
を
東
に
下
る
の
が
紀
尾
井
坂
、
付
近
一
帯
が
千
代
田

区
紀
尾
井
町
で
あ
る
。
陸
軍
省
の
要
請
を
う
け
て
、
東
京
府
が
明
治
五

年（
一
八
七
二
）か
ら
同
七
年
に
か
け
て
調
査
し
た
地
誌『
東
京
府
志
料
』

2
（
東
京
都
編
集
・
発
行
）
に
よ
れ
ば
、
坂
名
の
由
来
は
、「
紀
尾
井

坂
、
喰
違
内
ノ
通
リ
ニ
ア
リ
、
名
義
ハ
坂
ノ
左
右
ニ
モ
ト
紀
州
尾
州
井

伊
ノ
三
邸
ア
リ
シ
故
ニ
各
一
字
ヲ
取
テ
名
ト
セ
ル
ナ
リ
、長
四
十
五
間
、

幅
八
間
」
と
、
江
戸
時
代
、
坂
の
左
右
に
紀
州
徳
川
家
、
尾
張
徳
川
家

（
六
一
万
九
五
〇
〇
石
）、
近
江
彦
根
藩
井
伊
家
（
二
〇
万
石
）
の
三
つ

の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
御
三
家
の
う
ち
の
二
家
と
、
譜
代

筆
頭
の
井
伊
家
と
い
う
名
門
・
格
式
を
誇
る
家
々
で
、
坂
の
長
さ
は
約

八
一
、八
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
四
、五
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
町
名

の
由
来
も
、「
元
名
古
屋
・
和
歌
山
・
彦
根
三
藩
及
鳥
羽
藩
邸
ノ
半
分

ノ
地
、
明
治
五
年
合
併
シ
テ
新
ニ
町
名
ヲ
加
フ
…
…
町
名
ハ
紀
尾
井
坂

ヨ
リ
起
レ
リ
」（
同
前
）
と
、
明
治
期
に
三
家
の
屋
敷
地
と
鳥
羽
藩
の

　
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
『
篤
姫
』（
原

作
宮
尾
登
美
子
、
脚
本
田
渕
久
美
子
）
の
最
終
回
「
一
本
の
道
」
は
、

薩
摩
・
長
州
と
幕
府
と
の
戦
争
を
避
け
、
徳
川
家
を
救
っ
た
天
璋
院
篤

姫
の
穏
や
か
な
老
後
と
、
篤
姫
と
同
じ
薩
摩
の
出
身
で
、
幕
末
・
維
新

期
を
勝
ち
抜
き
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
き
な
が
ら
、
明
治
一
〇
年

（
一
八
七
七
）
の
西
南
戦
争
で
戦
死
す
る
西
郷
隆
盛
、
翌
年
、
東
京
紀

屋
敷
地
の
半
分
を
あ
わ
せ
、
紀
尾

井
坂
に
ち
な
み
紀
尾
井
町
と
し
た

と
あ
る
。
坂
の
上
の
喰
違
土
橋
の

所
に
は
、
か
つ
て
喰
違
見み

附つ
け

（
見

附
は
城
門
の
こ
と
）
が
あ
り
、
坂
の
下
は
清し

み
ず水
谷だ

に

と
よ
ば
れ
、
現
在
清

水
谷
公
園
が
あ
る
。

　
明
治
一
一
年
五
月
一
四
日
朝
六
時
こ
ろ
、
参
謀
兼
内
務
卿
の
大
久
保

利
通
（
四
九
歳
）
は
、
霞
が
関
三
年
町
の
自
宅
で
、
福
島
県
令
の
山や

ま

吉よ
し

成も
り

典の
り

の
訪
問
を
受
け
た
。
八
時
近
く
、
大
久
保
は
、
辞
そ
う
と
す
る
山

吉
を
ひ
き
と
め
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
馬
車
は
、
大お

お

木き

喬た
か

任と
う

邸
、
清
国
公
使
館
、
西さ

い

郷ご
う

従つ
ぐ

道み
ち

邸
、
ド
イ
ツ
公

使
館
の
脇
を
通
り
、
ダ
ラ
ダ
ラ
坂
を
へ
て
、
赤
坂
御
門
で
右
折
し
、
八

時
二
〇
分
こ
ろ
、
紀
尾
井
坂
の
手
前
、
現
在
の
清
水
谷
公
園
の
所
に
さ

し
か
か
っ
た
。
当
時
、
紀
伊
家
屋
敷
は
北
白
川
宮
邸
、
尾
張
家
は
オ
ー

ス
ト
リ
ア
公
使
館
（
現
在
上
智
大
学
）、
井
伊
家
屋
敷
は
公
卿
壬み

生ぶ

基も
と

修な
が

の
屋
敷
（
そ
の
後
伏
見
宮
邸
、
現
在
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）
に

な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
付
近
に
、
大
久
保
主
導
の
政
治
に
不
満
を
も
つ
石
川
県
士
族
の

島
田
一
郎
（
三
一
歳
）、
長ち

ょ
う

連つ
ら

豪ひ
で

（
二
四
歳
）、
杉
本
乙お

と

菊ぎ
く

（
二
八
歳
）、

脇
田
巧こ

う

一い
ち

（
二
八
歳
）、
杉
村
文
一
（
一
七
歳
）、
島
根
県
士
族
の
浅
井

寿じ
ゅ

篤と
く

（
二
五
歳
）
の
六
人
が
待
ち
伏
せ
て
い
た
。

　
馬
車
が
近
づ
く
と
、二
人
の
男
が
撫な

で

子し
こ

の
花
（
女お

み
な
え
し

郎
花
、芍

し
ゃ
く

薬や
く

の
説
も
）

を
も
っ
て
歩
い
て
い
た
が
、
一
人
が
突
然
花
を
投
げ
、
こ
れ
を
合
図
に
、

隠
し
持
っ
て
い
た
刀
を
抜
き
馬
の
足
を
斬
っ
た
。
一
頭
は
即
死
、
も
う

一
頭
は
重
傷
、
馬
車
は
横
転
し
た
。
同
時
に
、
四
人
の
男
が
傍
ら
の
板

塀
か
ら
飛
び
出
し
た
。
馭ぎ

ょ

者し
ゃ

は
、「
乱
暴
者
」
と
叫
び
飛
び
降
り
た
が
、

袈
裟
懸
け
に
斬
ら
れ
即
死
し
た
。

　
大
久
保
も
、
馬
車
の
中
で
両
側
か
ら
襲
わ
れ
、
頭
、
顔
、
腰
な
ど
を

斬
ら
れ
、
引
き
ず
り
だ
さ
れ
た
。
深
手
を
追
い
な
が
ら
七
、八
歩
歩
い

た
が
、
さ
ら
に
め
っ
た
斬
り
に
さ
れ
、
つ
い
に
力
尽
き
て
倒
れ
た
。
傷

は
一
七
か
所
に
及
ん
だ
。
こ
の
事
件
は
、「
紀
尾
井
坂
の
暗
殺
」「
紀
尾

井
坂
の
変
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
現
場
は
今

み
て
き
た
よ
う
に
、
紀
尾
井
坂
の
少
し
手
前
で
あ
り
、
正
確
に
は
「
紀

尾
井
町
の
変
」
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　
刺
客
の
島
田
一
郎
ら
は
、
こ
の
の
ち
斬ざ

ん

奸か
ん

状じ
ょ
う

を
携
え
て
宮
内
省
に
自

首
し
た
。
斬
奸
状
に
は
、「
政ま

つ
り

事ご
と

を
私
す
」「
恣

ほ
し
い
ま
ま

に
威
福
を
張
る
」「
国

財
を
徒
費
（
浪
費
）
す
る
」「
慷
慨
忠
節
の
士
を
疎
斥
し
」「
外
国
交
際

の
道
を
誤
り
」
と
、
政
府
要
路
の
大
罪
五
か
条
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
を

正
す
た
め
に
「
大
奸
利
通
を
斃
す
」
と
大
久
保
を
斬
り
、「
有
司
専
制

の
弊
害
を
改
め
、
速
に
民
会
を
起
し
、
公
議
を
取
り
、
以
て
皇
統
の
隆

盛
、
国
家
の
永
久
、
人
民
の
安
寧
を
致
す
べ
し
」
と
、
薩
長
藩
閥
を
改

め
、
国
会
を
開
き
、
公
議
（
公
論
）
を
大
切
に
し
、
皇
統
・
国
家
の
隆

盛
や
、
人
民
の
安
寧
を
維
持
す
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
た
。
さ
ら
に
、「
西
郷
等
若
し
滅
ひ
は
国
家

前
途
の
事
遂
に
止
る
を
知
る
」
と
、
西
郷
の
死
を

歎
き
、「
西
郷
に
応
せ
ん
と
欲
し
た
れ
と
も
力
足

ら
ず
し
て
事
を
発
す
る
こ
と
能
は
ず
、
因
て
大
久

保
参
議
を
殺
害
せ
ん
と
欲
し
た
り
」（『
同
前
九
』

付
録
二
一
号
〜
二
三
号
）
と
、
西
南
戦
争
に
呼
応
し
た
か
っ
た
が
力
不

足
で
あ
っ
た
の
で
、
大
久
保
を
暗
殺
す
る
こ
と
に
し
た
、
と
も
記
さ
れ

て
い
た
。
前
年
に
、
西
郷
の
反
乱
を
武
力
鎮
圧
し
た
大
久
保
は
、
西
郷

支
持
者
の
復
讐
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
同
年
七
月
二
七
日
、
大
審
院
臨
時
裁
判
所
は
、
島
田
ら
六
人
を
斬
罪

と
し
、
関
係
者
二
六
人
を
終
身
禁
獄
以
下
の
刑
に
処
し
、
た
だ
ち
に
こ

れ
を
執
行
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
三
年
八
月
、
東
京
市
の
公
園
と
し

て
開
設
さ
れ
た
清
水
谷
公
園
の
中
央
に
、
大
久
保
利
通
哀
悼
碑
が
建
立

さ
れ
て
い
る
。

　
新
政
府
を
主
導
し
、
盟
友
西
郷
を
倒
し
て
大
久
保
の
維
新
第
一
期
は

終
わ
っ
た
。
い
よ
い
よ
第
二
期
が
始
ま
り
、
政
治
・
経
済
な
ど
内
務
卿

と
し
て
内
政
を
充
実
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
矢
先
の
遭
難
で
あ
っ
た
。

先
に
紹
介
し
た
大
久
保
の
セ
リ
フ
は
、
そ
の
心
境
を
表
現
し
た
も
の
と

い
え
る
。
平
成
二
四
年
五
月
三
一
日
、
新
緑
の
紀
尾
井
坂
を
下
り
、
大

久
保
の
哀
悼
碑
の
前
に
立
つ
と
、
彼
の
未
完
の
「
維
新
」
が
目
指
し
た

先
に
、
今
日
の
私
た
ち
が
い
る
の
か
、
尋
ね
て
み
た
い
気
が
し
た
。

記録では襲撃は６人、馬は２匹だが、映
像では１匹になっているNHK大河ドラマ
『篤姫』最終回「一本の道」・大久保利通
暗殺場所  紀尾井町　写真提供／NHK

江戸・東京の坂②
大石学が行く

紀尾井坂の変
大久保利通（1830-1878）
近世名士写真 其1より

清水谷公園内の大久保利通公哀悼碑

喰違見附跡

現在の「紀尾井坂」。坂の中程にある紀尾井坂の標識

大石 学（おおいし・まなぶ）
東京学芸大学教授
1953年東京都生まれ。1976年東京学芸大学
卒業、同大学大学院修士課程修了、筑波大
学大学院博士課程単位取得。徳川林政史研
究所研交員、日本学術振興会奨励研究員、名
城大学助教授などをへて現職。専門は日本近
世史。NHK大河ドラマ『新選組！』『篤姫』『龍
馬伝』、NHK時代劇『御宿かわせみ』『蝉しぐ
れ』『陽だまりの樹』などの時代考証を担当。

紀
き

尾
お

井
い

坂
ざ か

所在地／千代田区紀尾井町
交　通／四ツ谷駅四谷見附方面出口より徒歩約8分、
　　　　赤坂見附駅D出口より徒歩約8分

上智大
グラウンド

Hニューオータニ
首都高速4号新宿線

JR

紀之国坂
東京メトロ南北線

外
堀
通
り

四
ツ
谷
駅

大久保
公哀悼碑
清水谷
公園

紀尾井坂
上智大

20

赤
坂
見
附

永田町

紀尾井坂は江戸時代このあたりに、紀州徳川家、尾張徳川
家、井伊家の屋敷があったことから、その一文字ずつを取っ
て「紀尾井」となったそうです。
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中学生の職場体験を受け入れ

TR東京都道路整備保全公社は、平成17年度より中学生の職場体験の受け入れを実施しております。
今回は、新宿区立牛込第一中学校２年生の生徒さん２名をお迎えし、7月10日（火）～12日（木）の3日間で職場体験を以
下の内容で実施いたしました。

１日日／【公共施設の管理】 新宿駅西口広場と歩行者専用道路での点検業務・介助訓練

２日目／【お客様サービス】 東京都八重洲駐車場にて接客業務、場内の巡回業務、車椅子用の昇降機操作練習・消防訓練

３日目／【公益事業】 新宿駅西口広場、かちどき橋の資料館など公社各事業の体験見学

この職業体験が、働くことの意義や重要性を考えるきっかけになり、マナーや社会性を身につけることのお手伝いになれば幸いです。

■開催内容
ガイドの案内により日比谷公園から丸の内界隈の街路樹を見学いただいた後、日比谷公園内でフラワーアレンジメントを楽しんでいただきます。

※第2回は、街路樹ツアーのみの開催となります（フラワーアレンジメント体験教室は開催いたしません）。

■開催日時
＜第1回＞　平成24年10月3日(水)／午後1時から午後4時まで
＜第2回＞　平成24年10月10日(水)／午後1時から午後4時まで

■募集対象
＜第1回＞　個人のブログをお持ちで、ツアーやフラワーアレンジメントの感想をブログに書くなど、PRにご協力いただける方。
＜第2回＞　どなたでもご参加いただけます。

■募集人数
各回20名 ※応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。

■申込み方法
往復はがきに、①希望日、②希望人数（2人まで）、③参加者全員の情報（氏名（ふりがな）・住所・年齢・連絡先）、④ブログURL（第１回参加
希望の方のみ）を記入いただき、「街路樹ツアー参加希望」と明記して、下記申込み先にお送りください。返信面に、代表者の住所、氏名を忘
れずにご記入ください。
※第1回に2名で参加をご希望される場合、どちらか1名がブログをお持ちであればご参加いただけます。
※応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。抽選結果は9月18日（火）頃、返信はがきでお知らせします。

●申込み先   〒163-0720　東京都新宿区西新宿 2-7-1　小田急第一生命ビル 20 階
　　　　　　（公財）東京都道路整備保全公社 街路樹ツアー係　電話：03-5381-3380

■申込み締切
平成24年9月10日（月）【当日消印有効】

TR東京都道路整備保全公社は、緑とのふれあいを通じて緑の大切さと必要性を皆様に再認識していただくため、平成24
年9月29日（土）～10月28日（日）の30日間にわたり開催される、「第29回全国都市緑化フェアTOKYO」の日比谷公園会場に
おいて、街路樹ツアーとフラワーアレンジメント体験教室を開催します。是非ともご参加ください。

街路樹ツアーとフラワーアレンジメント体験教室　参加者募集！

［学生・技術者向けツアー］

勝鬨橋や隅田川橋梁群などをテーマにした、学習・研修目的の学
生・技術者向けツアーです。ツアー内容、開催日時、参加人数などは
ご相談に応じます。
開催回数：月1～2回程度（希望日の1カ月前までにお申込みください）
開催日：資料館開館日のうち火・金曜日。
参加人数：1回10～15名程度（団体で申込み）
参加費用：無料

■ツアー内容

総務部　公益事業課　電話／03-5381-3380
かちどき　橋の資料館　電話／03-3543-5672

■申込先

［橋脚内見学ツアー］

橋脚内の開閉装置（機械設備）を説明者と一緒に見学します。毎
週木曜日（祝日を除く）1日4回実施（10時～、11時～、13時30分～、
14時30分～）。参加人数は各回5名程度。参加費用は無料。
ツアー案内：東京都建設防災ボランティア協会
集合場所：かちどき橋の資料館

■ツアー内容

往復はがきに①住所②氏名③年齢④電話番号⑤見学希望日時
（第5希望まで・午前、午後、全日可）⑥参加人数（1通5名様まで）を
記入して下記宛先までお申込みください。返信はがきにて見学日時
をお知らせします。返信用にはご自分の住所、氏名のご記入をお願
いいたします。なお、お送りいただいた個人情報については、ツアー
運営以外の目的には使用いたしません。

■申込み方法

〒163-0720　新宿区西新宿2-7-1　小田急第一生命ビル20階
（公財）東京都道路整備保全公社「かちどき橋の資料館」予約係宛

■申込先

※橋脚内へは3.5mの垂直梯子を昇降します。安全面を考慮し、自力で昇降が可
能な方。

※落下防止の安全装置の着用が必要であり、安全装置の体重制限である
100kg以下の方。

※6歳以上（身長110ｃｍ位）の方。
※悪天候の場合は中止する場合があります。

重要文化財・勝鬨橋「学生・技術者向けツアー」＆「橋脚内見学ツアー」実施中
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押
上

四
ツ
目
通
り

言問通り

桜橋通り

北斎通り

京葉道路

春日通り

浅草通り

蔵前橋通り

言問橋

桜橋

本所吾妻橋

押上

見番
通り

隅田
川

水戸
街道

三
ツ
目
通
り

タ
ワ
ー
ビ
ュ
ー
通
り

錦糸町JR総武線至新宿
至千葉

とうきょう
スカイツリ

ー

N

■言問通り（特別区道墨111号路線）

■桜橋通り（特別区道墨58号路線）

電線類地中化整備前

電線類地中化整備前

電線類地中化整備後

電線類地中化整備後 JR錦糸町駅から東京スカイツリーを南北につなぐ「タワービュー通り」も現在鋭意整備中です。

墨田区押上に世界一高いタワーとして東京スカイツリー
が開業しました。 
そのような晴れ舞台の裏側では、東京スカイツリーの建設
着工前から周辺整備が着 と々進められていました。 
東京都道路整備保全公社みちづくり推進課では、平成
20年度から周辺整備の一環として電線共同溝整備及び
道路景観整備の調査設計から工事までを墨田区と一体
となり進めてきました。 東京スカイツリー開業に間に合わ
せるため、関係者一同が一丸となって知恵を出し合い、
先行区間である「言問通り」及び「桜橋通り」の一部につ
いて電線類地中化及び道路景観整備が完成しました。

東京スカイツリー®周辺道路が新しく生まれ変わりました

第2工区　長さ300m
（整備中）

第1工区　長さ360m
（完成）

第1工区　長さ500m
（整備中）

第2工区　長さ350m
（整備中）

第3工区　長さ350m
（整備中）

第1工区　長さ200m
（完成）

第2工区　長さ340m
（整備中）

mm

とうととmm
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今号のTR-mag.をクイズ形式で復習するコーナーです。
楽しく学んでプレゼントをゲットしましょう。

TR-mag.②
Quiz Brush Up TR-mag.

応募方法

クイズ・ブラッシュアップTR-mag.①の答え

答えは

でした。

答えは、TR-mag.29号にて発表

クイズ・ブラッシュアップTR-mag.の答えを、添付のプレゼント応募はがきの答え欄にご記入
の上、ご希望のプレゼント商品名をお書きになり、ご応募ください。正解者の中からご希望の
プレゼントを抽選いたします。当選者の発表はプレゼント商品の発送をもってかえさせていた
だきます。尚、パソコンや携帯からもご応募できます。詳しくは、P22に掲載のプレゼント応募
方法をご覧ください。

※ご応募はお一人様一通一口とさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合せに必要な範囲内で利用し，同意なく第三者
への提供は行いません。

締切／2012年10月20日（締切当日消印有効）

　  の文字を番号順に並べてできた言葉が答えです！

※　  の中には、漢字や記号は入りません。

クイズ ブラッシュアップ

1 3 52 4 6

「ハイパースムーズ作戦」のイメージ
キャラクターAKB48のメンバーで、
ディズニー/ピクサー映画の『メリダと
おそろしの森』のメリダの声優は？

※ヒントはP7-8「interview散歩の時間」へ

Q1

A
4

幕末・明治の政治家で
西郷隆盛と共に

薩摩の両雄と言われ
た大久保利通が

暗殺された港区赤坂
にある坂は？

※ヒントはP15-16「
大石学が行く　江戸・

東京の坂」へ

Q2

A 2

徳川家康が日光東照
宮に祀られたの

を機に、将軍や諸大名
の日光参詣が制

度化されて整備され
た街道は？

※ヒントはP2「東京
Michi百景」へ

Q5

A 6

2

今年5月
22日に

開業し
た東京

スカイ

ツリータ
ウン

®と提携
した東

京都道
路

整備保
全公社

の駐車
場は？

※ヒント
はP9-1

0「TR-
mag.T

opics」
へQ4

A
1

Q1 A キ ヨ ウ キ ヤ ク ナ

ク ツ ア ーイ ガンケ

Q2 A ネ コ ノ ク ス ツ

Q9 A ナ カ ノ セ ン ト ラ

ル クーパ

1 3 52 4 6 87 9

パ ー ク ア ン ド ラ イ ド

千住宿場通りに残されている足立区の有形文化財で、地漉紙問屋だった住宅は？
※ヒントはP3-5「TR-mag.Navigation東京を遊ぶ」へ

Q6

A 3

Q

東京都道路整備保全公社が進める
「電線類地中化整備」で、東京スカ
イツリーの開業にあわせ墨田区と進
めてきた先行区間の一部は？

※ヒントはP19「Information & News」へ

Q3

A 5

Q4 A ア ビ ニ ヨ ン

Q6 A ア ラ イ ヤ ク シ

Q7 A リ ン ゴ ノ ウ タ

Q3 A ド イ ツ

Q8 A シ ー ル ド マ シ ン

Q5 A ホ ク シ ン イ ツ ト

ウ ウユリ

2

3

6

4

8

7

5

9

1
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足立区のキャラクター
「ビュー坊」

公社オリジナル
新・都内オートバイ駐車場MAP＆
『特注トミカs-park都営バス』

今号の東京を遊ぶで訪れた足立区には、区のメッセンジャー
として活躍している様々なキャラクターがいます。中でも人
気を集めているのが、丸い顔が愛らしい「ビュー坊」です。
足立区が「美しいまち」「安全なまち」を目指して進めている
「ビューティフル・ウィンドウズ運動」のイメージキャラクター
で、名前には「ビューティフル」の「ビュー」と、「view」＝「見る
こと」という意味が込められているそうです。

東京都道路整備保全公社が編集したライダーのた
めの『都内オートバイ駐車場MAP2012』が完成！掲
載駐車場数もさらに充実しました。また、公社が開催
する様々なイベントで大人気のノベルティー『特注ト
ミカs-park都営バス』も大好評です。

足立区のキャラクター「ビュー坊」
グッズ（①携帯ストラップ、②キー
ホルダー）を各3名様にプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。

東京都道路整備保全公社のオリジナルグッズ
（①②〈非売品〉のいずれか1点）をプレゼン
ト。詳細は応募方法をご確認ください。

千寿葱の「ねぎみそせんべい」（5枚入
り）を5名様にプレゼント。詳細は応募
方法をご確認ください。

千寿葱の「ねぎみそせんべい」

千住には江戸時代から続く、日本で唯一
の長葱しか扱わない市場があります。葱
商と呼ばれる、葱専門の卸業者が厳選し
た白葱のことを千寿葱と呼ぶそうです。そ
んな葱商の葱茂三代目の安藤将信さん
が選んだ千寿葱を使ったおせんべいが
千寿葱の「ねぎみそせんべい」です。味
噌の味をベースに、千寿葱の風味を効か
せた絶品で、お茶うけにも最適。ちなみに
パッケージデザインは、千住にもキャンパ
スを持つ東京藝大の学生とのこと。

❶100名 ❷100名

次号は2012年11月1日発行予定です。

発行日／平成24年8月1日
発行元／公益財団法人東京都道路整備保全公社
住　所／〒163-0720 東京都新宿区西新宿2丁目7番1号　小田急第一生命ビル20階
　　　　TEL.03-5381-3361 FAX.03-5381-3355
　　　   公社ホームページ　http://www.tmpc.or.jp
企画制作・編集・デザイン／株式会社京王エージェンシー

※掲載データは2012年7月20日現在のものです。

プレゼント応募方法
Present for youマークのついたプレゼントをご希望の方は、専用応募ハ
ガキに、P21のクイズの答えをご記入の上、ご応募ください。また、下記の

プレゼント応募アドレス、QRコードにアクセスし、ご応募もできます。尚、プレゼン
ト商品の色、柄、デザイン等は写真と異なる場合がございますので、あらかじめご
了承ください。
●応募締切／2012年10月20日（土）（専用応募ハガキによるご応募の場合は、
締切当日消印有効）

●お一人様一口のみ有効です。

※発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要
な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

QRコード
携帯電話から簡単アクセス！
（機種によりうまく表示されない場合があります）

●パソコンからも携帯からも
http://www.tmpc.or.jp/present

プレゼント応募アドレス

プレゼント応募ページより
ご意見・ご感想もお寄せください。

宮尾登美子著『天璋院篤姫』
（文庫本／上・下巻）を3名
様にプレゼント。詳細は応募
方法をご確認ください。

『天璋院篤姫』

今号の「大石学が行く　江戸・東京の坂」で紹介した「紀尾井坂の変」
は、宮崎あおい主演で話題となった2008年のNHK大河ドラマ『篤姫』
の最終回のクライマックスとも言えるシーンでした。この『篤姫』の原作と
なったのが、宮尾登美子さんの『天璋院篤姫』。薩摩藩の分家から本家
の養女に、そして十三代将軍徳川家定の御台所となり、動乱の幕末を
生き抜いた篤姫の数奇な運命を、小説で読んでみてはいかがですか。

❶携帯ストラップ

❷キーホルダー






